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１ はじめに 

 

本報告書は、福岡市市行政に係る重要な計画の議決等に関する条例第４条に規定する 

「基本計画に係る実施状況」として、第 10 次福岡市基本計画を対象に実施した施策評価の 

結果を取りまとめたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  福岡市総合計画の概要 

 

  福岡市総合計画は、福岡市の将来の健全な発展を促進するために策定する市政の総合的計画の

ことで、「基本構想」「基本計画」「実施計画」の３つで構成される。 

 

  基本構想・・・福岡市が長期的にめざす都市像を示したもの 

（2012 年 12 月策定、目標年次：なし） 

 

  基本計画・・・基本構想に掲げる都市像の実現に向けた方向性を、まちづくりの目標や 

施策として総合的・体系的に示した 10 年間の長期計画 

（2024 年 12 月策定、目標年次：2034 年度） 

 

  実施計画・・・基本計画を推進するにあたって、福岡市が取り組む具体的な事業を示した 

４年間の中期計画 

（第 1 次実施計画…2025 年６月策定、目標年次：2028 年度） 

 

(政策推進プラン) 
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(1) 施策評価による基本計画の実施状況の把握 

施策評価は、ＰＤＣＡ方式（※）の徹底を図りながら、基本計画に基づく施策事業の進捗状況を定

期的に把握・評価し、次年度の予算編成に反映することなどにより、施策事業の着実な推進を図るも

のである。 

福岡市では、平成 25 年度から施策評価を導入し、その結果を「基本計画の実施状況」として取り

まとめている。 

 

 

  ■ ＰＤＣＡ方式による進行管理の流れ 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予算編成・機構整備 

 

 

 

 

 

 

 

施策評価 

事業の進捗状況や成果指標の 

達成度等から施策を評価  

次年度の市政取組方針 

 

次年度の予算編成・機構整備 

総合計画審議会 
（隔年開催） 

 議会報告・公表 

公表 
（次年度予算・組織） 

Ａ 

前
年
度 

 

次
年
度 Ａ 

 

 

 施策評価 

予算編成・機構整備 

 

 

市政取組方針 

 

 

※ ＰＤＣＡ方式とは、政策の企画立案（Plan）、実践・執行（Do）、評価・点検（Check）、改革・対策の実施（Action） 

の繰り返しにより経営管理を行う手法。マネジメントサイクル。 

事業計画・目標設定 

 

当
年
度 事業推進 

 

 施策評価 

市政取組方針 

 

 

事業計画・目標設定 

 

 事業計画・目標設定 

 

事業推進 
 

事業推進 
 

Ｐ 

Ｄ 

Ｃ Ｐ 

Ｄ 

Ｃ 
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③今後の取組みの方向性 

(2) 施策評価の基本的な流れ 

施策評価は、第 10 次福岡市基本計画に掲げる 30 施策を対象に、施策単位で実施する。 

まず、施策の「①現状分析」を行い、これを踏まえ、「②施策の評価」を行って、 

「③今後の取組みの方向性」を整理する。 

 
 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①現状分析 

○ 施策を構成する事業の進捗状況 

○ 成果指標等の状況 

○ 施策に関する社会経済情勢等の変化 

②施策の評価 
 

上記①を踏まえ、施策ごとに進捗状況を以下の４段階で評価 
 

『◎：順調』 
 
『○：概ね順調』 
 
『△：やや遅れている』 
 
『×：遅れている』 
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２ 福岡市基本計画の実施状況 
 

(1) 分野別目標 
 

ア 評価結果の構成 

分野別目標に関する施策の評価結果は、以下の２種類のシートによってまとめている。 

(ｱ) 分野別目標総括シート 

基本計画の８つの分野別目標ごとに、 

「めざす姿」 

「取組みの方向性」 

「施策の評価」 

をまとめるもの。  
(ｲ) 施策評価シート 

基本計画の８つの分野別目標ごとに、 

「市民意識」 

をまとめるとともに、 

基本計画の 30 の施策ごとに、 

「１ 施策の指標」 

「２ 事業の進捗状況、指標等を踏まえた「施策の評価」」 

「３ 事業の指標・進捗状況・課題・今後の方向性」 

をまとめるもの。 

※「今後の方向性」には検討段階のものが含まれる。 
 

イ 施策の評価等 

(ｱ) 施策の評価 

事業の進捗状況や成果指標等を総合的に勘案し、次の４段階で評価を行っている。 

◎：順調 

○：概ね順調 

△：やや遅れている 

×：遅れている  
(ｲ) 成果指標の達成状況 

直近の数値に基づき、次のＡ、Ｂ、Ｃ、D のいずれかを記載している。 

Ａ：目標に向けて順調に進んでいる 

Ｂ：改善しているが、目標達成ペースを下回っている 

C：初期値と同程度にとどまっている 

D：初期値を下回っている 

（数値が下がると成果が向上するものは、初期値を上回っている）  
※意識系の指標については、アンケート調査の誤差を考慮し、初期値からの数値の変動幅

が概ね±３％未満の場合は「初期値と同程度」の範囲内としている。  
※補完指標については目標値の設定がないため、Ａ、Ｂ、Ｃ、D を記載していない。 

 
ウ その他 

令和７年度を「R７n」、令和７年を「R７」等と表記している。
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［分野別目標総括シート］ 

目標１ 一人ひとりが心豊かに暮らし、自分らしく輝いている 

＜めざす姿＞ 
 ○年齢や性の違い、国籍、障がいの有無などに関わらず、すべての人の人権が尊重され、市民一人ひとりが互いに多

様性を認め合うことで、誰もが自分らしく輝いています。 
 ○市民一人ひとりが、それぞれの知識や経験を生かし、社会の担い手、支え手として意欲的に社会参加するとともに、

文化芸術やスポーツ、自然などを身近に感じ、気軽に楽しみながら、健やかで心豊かに充実した生活を送っていま
す。 

 ○支援を必要とする市民が適切な福祉・介護等のサービスを受け、誰もが安心して、快適に暮らしています。 

施策 取組みの方向性 評価 

施策１－１ 
多様な市民が輝く 
ユニバーサル都市・
福岡の推進 

誰もが思いやりをもち、年齢や性の違い、国籍、障がいの有無などに関わら
ず、すべての人にやさしいまちの実現をめざし、インクルーシブなまちづくり、人権
教育・啓発、男女共同参画や多文化共生の推進などに取り組みます。 

○ 
概ね順調 

施策１－２ 
一人ひとりが健やか
で心豊かに暮らせる
社会づくり 

市民一人ひとりが、本人の意思や個性に応じて、仕事や文化芸術、スポーツな
ど、様々な分野で生きがいを持ち、健やかで心豊かに暮らすことができる環境づ
くりを進めます。 

○ 
概ね順調 

施策１－３ 
すべての人が安心し
て暮らせる福祉の充
実 

年齢や障がいの有無などに関わらず、住み慣れた家庭や地域で安心して自
分らしく暮らし続けることができるよう、福祉・介護等のサービスを継続的に提供
できる体制の構築を進めます。 

○ 
概ね順調 
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目標２ すべての子ども・若者が夢を描きながら健やかに成長している 

＜めざす姿＞ 
 ○子どもと子育て家庭が社会全体で見守られ、子どもを望む人が安心して出産、子育てしています。 
 ○生まれ育った環境に左右されず、すべての子どもや若者が権利の主体として尊重され、夢や希望を持ち、心身とも

に健やかに育っています。 
 ○子どもや若者が、自ら学び、人や社会とつながりながら、様々な体験を通じ、生き抜く力を得るとともに、将来を切り

拓くことができる、次代を担う人材として成長しています。 

施策 取組みの方向性 評価 

施策２－１ 
社会全体で子どもを
見守り、子どもを望
む人が安心して生み
育てられる環境づく
り 

家庭、学校、地域、企業などと連携し、社会全体で子どもと子育て家庭を見守
るとともに、ライフステージに応じた切れ目のない支援の充実や仕事と子育ての
両立支援など、子どもを望む人が安心して出産、子育てできる環境づくりを進め
ます。 

○ 
概ね順調 

施策２－２ 
困難を抱える子ども
や若者を支え、誰も
が健やかに成長でき
る社会づくり 

様々な困難を抱える子どもや若者への相談体制や支援を充実し、多様な主体
と連携しながら、児童虐待や貧困、いじめ、不登校、ひきこもりなどへの適切な対
応、未然防止に取り組み、すべての子どもや若者が安心して暮らし、健やかに成
長できる社会づくりを進めます。 

○ 
概ね順調 

施策２－３ 
自ら学び続け、他者
を尊重し、協働でき
る子どもの育成 

変化を前向きに受け止め、自ら学び続け、他者を尊重し、協働できる子どもの
育成に取り組むとともに、教員が子どもと向き合う環境づくりを進めるなど、子ど
もの学びを支える教育環境の充実に取り組みます。 

○ 
概ね順調 

施策２－４ 
将来に夢や希望を
抱き、意欲と志を持っ
てチャレンジする人
材の育成 

一人ひとりが将来に夢や希望を抱き、自分らしく健やかに成長できるよう、それ
ぞれの個性や価値観を尊重するとともに、遊びや学びの場、様々な体験機会等
の充実を図ります。 

また、大学や専門学校などの高等教育機関と連携し、子どもや若者が、自己
実現に向けてチャレンジできる環境づくりを進めるとともに、まちづくりへの積極
的な参画を促すなど、様々な分野で活躍できる人材の育成に取り組みます。 

○ 
概ね順調 
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目標３ 地域の人々がつながり、支え合い、安全･安心に暮らしている 

＜めざす姿＞ 
 ○市民が身近な地域の課題やまちづくりに主体的に関わり、地域コミュニティ活動の場となる公共施設をはじめ生活

環境が整うことで、人と人がつながり、支え合いながら、元気に安心して暮らしています。 
 ○道路、上下水道、河川、公園などの身近な生活基盤が良好に整備されるとともに、地域における自主防災組織など

を中心とした共助の仕組みがつくられ、災害への備えが確保されています。 
 ○地域の防犯体制や、消防・救急医療体制、感染症への危機管理体制が整うとともに、モラルやマナーが大切にされ

ることで、市民が安全で安心して暮らしています。 

施策 取組みの方向性 評価 

施策３－１ 
つながりと支え合い
の基盤となる地域 
コミュニティの活性
化 

持続可能な地域コミュニティの実現に向けて、自治協議会や自治会・町内会
の基盤強化、住民の自治意識の醸成などを図るとともに、地域活動を担う新たな
人材の発掘や、市民、NPO、企業、大学など多様な主体が地域全体で支え合う
関係を築くための支援を行います。 

○ 
概ね順調 

施策３－２ 
生活の利便性が確
保された地域のまち
づくり 

区役所や、地域コミュニティ活動の場として活用されている公民館、市民 
センター、地域交流センターなど、公共施設の充実・機能強化や多様な施設間の
連携を図るとともに、持続可能な生活交通の確保や買い物支援に取り組むな
ど、それぞれの市民が住み慣れた地域における生活の利便性向上に取り組みま
す。 

○ 
概ね順調 

施策３－３ 
安全で快適な生活
基盤の整備と災害に
強いまちづくり 

身近な道路、下水道、河川、公園などの維持･更新、安全で良質な水道水の安
定供給、様々な社会課題や多様なニーズに対応した良質な住宅の確保など、安
全で快適な生活基盤の整備に取り組むとともに、防災･危機管理体制や地域防
災力の強化、避難環境の充実、各種訓練の実施、他都市や関係機関との連携な
ど、平時からハード・ソフトの両面で、被害を最小限に抑える災害に強いまちづく
りを進めます。 

○ 
概ね順調 

施策３－４ 
日常生活における安
全･安心の確保と地
域福祉の推進 

多様な主体が連携し、地域における包括的な支援体制の構築や防犯力の強
化を図るとともに、自転車や喫煙などのモラル･マナーの向上、消防・救急体制や
医療環境の充実、感染症対策の推進、情報リテラシーの向上による消費者被害
等の未然防止、食品の安全性確保など、日常生活における安全・安心が確保さ
れたまちづくりを進めます。 

○ 
概ね順調 
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目標４ 人と自然が共生し、身近に潤いと安らぎが感じられる 

＜めざす姿＞ 
 ○博多湾や脊振山をはじめとした豊かな自然の恵みを享受し、都市と自然が調和したコンパクトで暮らしやすい都市

環境が国内外から高く評価されています。 
 ○美しい街並みや地域の特性を生かした魅力的な景観が形成されるとともに、街中には心地良い花や緑が溢れ、市

民が身近に潤いと安らぎを感じています。 
 ○市民や企業の環境意識が高く、脱炭素社会の実現、循環経済の確立、生物多様性の保全・回復・創出に一体的に

取り組む持続可能な社会づくりが進んでいます。 

施策 取組みの方向性 評価 

施策４－１ 
都市と自然が調和し
たコンパクトで個性
豊かなまちづくり 

豊かな自然環境から受ける恩恵を将来にわたって享受するため、農林水産業
が有する自然環境の保全や景観形成などの多面的機能を活用するとともに、行
政・市民・地域・企業などの多様な主体が共働して博多湾や河川、緑地などの保
全、生物多様性の確保に取り組みます。 

また、市街化調整区域における農山漁村地域の魅力を生かしたまちづくりや
離島振興に取り組み、都市と自然が調和したコンパクトな都市を維持していきま
す。 

○ 
概ね順調 

施策４－２ 
花や緑などによる潤
いや安らぎを感じる
まちづくり 

公園や道路などの公共空間や公開空地などの民有地において、市民や企業
との連携、共働を進めるとともに、立地の特性に応じた公園等の整備や維持管
理、魅力向上を図るなど、市民が花や緑などの身近な自然に囲まれ、潤いと安ら
ぎを感じられるまちづくりを進めます。 

○ 
概ね順調 

施策４－３ 
持続可能で未来に
つながる脱炭素社会
の実現 

２０４０年度「温室効果ガス排出量実質ゼロ」に向けて、省エネルギー化や再
生可能エネルギーの利用拡大、脱炭素型ライフスタイル・ビジネススタイルへの
転換、イノベーションの早期社会実装などを市民・事業者・行政が一体となって
積極的に推進します。 

○ 
概ね順調 

施策４－４ 
循環経済の確立に
向けた資源循環等
の推進 

市民、事業者とともに、発生抑制・再使用に重点を置いた３Ｒ＋Renewable を
はじめとする資源循環の取組みを推進し、持続可能な形で資源を利用する循環
経済への移行を図ります。 

△ 
やや 

遅れている 
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目標５ 磨かれた魅力に人々が集い、活力に満ちている 

＜めざす姿＞ 
 ○自然や歴史、文化芸術、食などの多彩な資源が磨きあげられるとともに、福岡都市圏や九州各都市などと連携し、

魅力向上に向けた取組みが行われ、一体的な集客力が高まっています。 
 ○都心に近い舞鶴公園・大濠公園一帯が、市民の憩いの場となるとともに、歴史や文化を生かした観光交流の拠点

として機能し、都市の顔として、さらなる魅力の向上に重要な役割を果たしています。 
 ○国内有数の MICE 都市として、様々な国際会議が開催されるとともに、スポーツや音楽のイベントなどが盛んに開

催されるエンターテインメント都市として、広く認知されています。 

施策 取組みの方向性 評価 

施策５－１  
観光資源の磨き上
げと戦略的な 
プロモーションの推
進 

自然環境や歴史資源を生かした都市景観、美術館や博物館などの文化芸
術、食、祭りなどの福岡市固有の魅力を観光資源として磨き上げ、広域的な連携
も図りながら戦略的なプロモーションに取り組むことで付加価値の高い観光誘
客を推進するとともに、市民生活の向上を図る持続可能な観光振興に取り組み
ます。 

◎ 
順調 

施策５－２  
博多・福岡の歴史・
文化を生かした観光
振興 

商人の街「博多」と城下町「福岡」の歴史や文化を生かし、「博多」において
は、神社仏閣等を生かした歴史的な街並みの形成に加え、趣のある道づくりや新
たな観光拠点づくりなどに取り組むとともに、「福岡」において、都心に近い貴重
な緑地空間である舞鶴公園・大濠公園の一体的な活用を進め、福岡城や鴻臚
館のさらなる整備・活用により、市民の憩いと集客交流の拠点づくりに取り組み
ます。 

○ 
概ね順調 

施策５－３  
交流がビジネスを生
む MICE の受入環
境の形成 

都市のプレゼンス向上につながる国際会議やビジネス機会の創出につながる
展示会など質の高い MICE のさらなる誘致強化を図るとともに、 
ウォーターフロント地区において、MICE 施設とホテル・利便施設が機能的・一体
的に配置される MICE 拠点の形成を進めます。 

△ 
やや 

遅れている 

施策５－４  
人々を魅了する 
エンターテインメント
都市づくり 

ゲームや音楽、映像、アートなどのクリエイティブ関連産業と連携し、市民や来
訪者が楽しむことのできる体験型イベントを開催するとともに、国際スポーツ大会
等の誘致や、地元プロスポーツの振興などを図ることで、人々を惹きつける 
エンターテインメント都市づくりを進めます。 

◎ 
順調 
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目標６ 都市機能が充実し、多くの人や企業から選ばれている 

＜めざす姿＞ 
 ○都心部において、先進的なオフィス、商業施設などの高度な都市機能が充実するとともに、水辺や緑、文化芸術、歴

史などによって彩りや潤い、賑わいが溢れる魅力的な都市空間が形成されています。 
 ○都市活力や市民生活の核となる市内の各拠点の特性に応じた都市機能が充実し、さらに各拠点が公共交通 

ネットワークによってつながることで、多くの人や企業から選ばれるまちになっています。 
 ○都市の成長を牽引する高付加価値なビジネスの集積などにより、国内外の人材にとって、仕事の選択肢が充実し、

「夢が叶うまち」「自己実現できるまち」となっています。 

施策 取組みの方向性 評価 

施策６－１  
都市活力を牽引する
都心部の機能強化
と魅力向上 

都心部及び、その核となる天神・渡辺通、博多駅周辺、ウォーターフロントの３
地区において、建築物や道路、公園などの整備や更新期を捉えながら、 
エリアマネジメント団体をはじめ、企業、行政など多様な主体が連携して、都市機
能と回遊性の向上を図り、快適で高質なビジネス環境を創出するとともに、陸・
海・空の広域交通拠点との近接性を生かしながら、３地区の地区間相互の連携
を高め、都心部の国際競争力を高めます。 

また、博多湾や那珂川などの水辺や通り、広場などのオープンスペースを活用
し、花や緑、文化芸術、歴史などにより、彩りと潤い、賑わいがある魅力的なまち
づくりを進めます。 

○ 
概ね順調 

施策６－２  
様々な都市機能が
集積した魅力・活力
創造拠点づくり 

九州大学箱崎キャンパス跡地において、多様な都市機能やゆとりある空間、先
端技術の導入などにより、快適で質の高いライフスタイルを創出するとともに、 
アイランドシティや九州大学伊都キャンパス及びその周辺、シーサイドももちにお
いて、物流や研究開発、情報関連産業、観光・MICE など、地域特性に応じた高
度な都市機能の集積を図り、都市全体に活力を生み出す拠点づくりを進めます。 

○ 
概ね順調 

施策６－３  
公共交通を主軸とし
た持続可能な総合
交通体系の構築 

鉄道や幹線道路など、市民や来訪者の円滑な移動を支える交通ネットワーク
の充実・強化を図るとともに、公共交通や自転車の利用を促進するなど、市民・
事業者・行政が連携し、分かりやすく使いやすい公共交通を主軸として、多様な
交通手段が相互に連携した持続可能な総合交通体系を構築します。 

○ 
概ね順調 

施策６－４  
成長分野の企業や
本社機能の立地の
促進 

都心部における高質なビジネス環境の創出を契機として、国際金融機能をは
じめ高付加価値なビジネスの集積を図るため、立地交付金や地方拠点強化税
制なども活用し、知識創造型産業や環境・エネルギー、医療・福祉など、成長性
のある分野の企業誘致を進め、国内外の人材が活躍できる場を創出します。 

◎ 
順調 
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目標７ チャレンジ精神と新たな価値の創造により、地域経済が活性化している 

＜めざす姿＞ 
○地場中小企業において、多様な人々がいきいきと働き、特徴ある製品やサービスが生み出されるとともに、農水産

物の消費拡大やブランド化が進むなど、様々な産業で競争力が高まり、地域経済が活性化しています。
○スタートアップが互いに交流するとともに、地場中小企業や学生など多様な主体と連携しながら成長し、新たな価

値を生み出すなど、チャレンジする人材が活躍しやすいまちになっています。
○チャレンジ精神のある多様な人材や企業が国内外から集積するとともに、産学官民の連携が進み、様々な社会課

題を解決する先進都市になっています。

施策 取組みの方向性 評価 

施策７－１ 
地場中小企業の競
争力強化などによる
地域経済の活性化 

地場中小企業に対し、融資や販路開拓、人材確保、生産性向上、事業承継な
どの支援を行い、競争力･経営基盤の強化を促進します。 

また、賑わいと魅力のある商店街づくりや、福岡市の歴史・文化を継承する伝
統産業の振興などに取り組み、地域経済の活性化を図ります。 

○ 
概ね順調 

施策７－２  
農林水産業とその関
連ビジネスの振興 

新鮮で安全な農水産物を市民に安定供給するため、農林水産業の担い手づ
くりやスマート化などにより経営の安定化を図るとともに、農地、漁場などの生産
基盤の保全・強化、中央卸売市場の活性化などに取り組みます。 

また、民間活力を生かした新たな魅力の創出や食のブランド化を推進し、食品
の製造や流通などの関連産業の振興を図ります。 

○ 
概ね順調 

施策７－３  
新たな価値の創造と
スタートアップ都市
づくり

様々な分野でチャレンジする人材や企業が国内外から集まり、交流する 
スタートアップ都市づくりを進め、創業の裾野を広げるとともに、地場中小企業や
学生など多様な主体との連携を促すなど、成長を支援します。

また、官民が連携し、AI やＩｏＴ等の先端技術を活用しながら新たな価値を創
造するなど、多様な手法による社会課題の解決に取り組みます。 

◎ 
順調 

施策７－４ 
産学官民が連携した
知識創造型産業な
どの振興 

産学官民の連携を推進し、大学や研究機関の集積による豊富な人材と技術
シーズを生かした研究開発拠点の形成を推進するとともに、IT や
ナノテクノロジー等の先端技術を活用した産業の振興や、エンジニアの集積・交
流などに取り組みます。

また、水素の社会実装をはじめとする脱炭素関連産業や、福岡市の魅力とな
るクリエイティブ関連産業の振興に取り組みます。 

○ 
概ね順調 
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目標８ アジアのモデル都市として世界とつながり、国際的な存在感がある 

＜めざす姿＞ 
○港湾、空港機能が充実し、福岡都市圏、さらには九州全体の国際交流のゲートウェイとして機能しています。
○多くの地場企業が積極的に海外展開するとともに、グローバル人材やその家族にも住みやすいまちづくりが進むこ

とで、海外の企業が数多く立地し、様々なビジネス交流を通して、地域の経済が活性化しています。
○少子高齢化や環境問題に先進的に取り組んできた知識と経験を生かし、世界中で深刻化する社会課題の解決に

貢献するとともに、様々な国際会議の開催都市として、国際社会において存在感を発揮しています。

施策 取組みの方向性 評価 

施策８－１  
成長を 牽 引する物
流･人流のゲート 
ウェイづくり

博多港と福岡空港について、機能の充実・強化や利便性の向上、国内外の多
様な航路の維持･拡大、都心部や背後圏との連携強化などを推進し、九州と世
界をつなぐ物流･人流のゲートウェイづくりに取り組みます。 

○ 
概ね順調 

施策８－２  
国際的なビジネス交
流の促進と 
グローバル人材にも
住みやすいまちづく
り 

アジアとの近接性を生かしながら国際的なビジネス交流を促進するため、地
場企業及びスタートアップの海外展開や外国企業とのビジネス連携などを支援
するとともに、世界で活躍するグローバル人材やその家族にも住みやすいまちづ
くりと外国企業の誘致を一体的に推進します。 

◎ 
順調 

施策８－３ 
国際貢献･国際協力
の推進と国際会議の
誘致 

様々な都市問題や社会課題の解決をテーマに開催される国際会議への参加
や会議の誘致などを通じて、福岡市の持続可能なまちづくりを世界に広め、福祉
や環境、上下水道分野などにおいて、国際貢献･国際協力を推進し、アジアをは
じめ国際社会におけるプレゼンスの向上を図ります。 

○ 
概ね順調 
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（参考）ＳＤＧｓとの対応について 

施策評価シート標題の上部に、ＳＤＧｓにおける 17 の目標のうち、施策と関係が深い目標をアイコンで示

しています。 

ＳＤＧｓとは、「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略で、「誰一人取り残さ

ない持続可能な社会」を実現するために、2015 年の国連サミットで採択された、2030 年を期限とする 17

の国際目標です。 

福岡市では、多くの市民の皆様とともに策定した「福岡市総合計画」に基づき、経済的な成長と、安全・

安心で質の高い暮らしのバランスが取れた、コンパクトで持続可能な都市づくりを進めることにより、ＳＤＧｓ

の達成に取り組んでいます。 

１ 貧困をなくそう 

あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる 

２ 飢餓をゼロに 

飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する 

３ すべての人に健康と福祉を 

あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する 

４ 質の高い教育をみんなに 

すべての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する 

５ ジェンダー平等を実現しよう 

ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化を行う 

６ 安全な水とトイレを世界中に 

すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する 

７ エネルギーをみんなに そしてクリーンに 

すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアクセスを確保
する 
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８ 働きがいも 経済成長も 

包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがい
のある人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する 

 

 

９ 産業と技術革新の基盤をつくろう 

強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーシ
ョンの推進を図る 

 

 

10 人や国の不平等をなくそう 

各国内及び各国間の不平等を是正する 

 

 

 

11 住み続けられるまちづくりを 

包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する 

 

 

12 つくる責任 つかう責任 

持続可能な生産消費形態を確保する 

 

 

13 気候変動に具体的な対策を 

気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる 

 

 

14 海の豊かさを守ろう 

持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する 

 

 

15 陸の豊かさも守ろう 

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への
対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する 

 

 

16 平和と公正をすべての人に 

持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法へのアクセ
スを提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する 

 

 

17 パートナーシップで目標を達成しよう 

持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する 
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